
頁 箇　所 誤 正

260 問 4.1.10.11の
解答

正解（221） 正解（110）

261 問4.1.10.13の
解答と解説

（省略）

 問 4.1.10.13　正解　SiO2

　結晶の種類は，構成原子や分子の結合の仕方によって、大きくイオン結晶、金属
結晶，共有結合結晶および分子結晶の四つに分類される（4.1.2項「結晶」を参

照）。また，問4.1.10.6の解説でも示したように，ドライアイス（CO2），ヨウ素

（I2）および氷（H2O）は，分子結晶である。

　アルゴン（Ar）は化学反応をほとんど起こさない元素である。アルゴンは最外殻

電子数が8であり，オクテット則を満たしているので，安定でほかの元素と結合しに

くい。また常温・常圧では，無色，無臭の気体であるが，約－200 ℃ 付近以下まで
冷却すると面心立方構造の固体になる。金属原子でないアルゴンは価電子がゼロで
あり，アルゴン同士でも共有結合やイオン結合も起こさないことから，この結晶は
分子結晶である。
　二酸化ケイ素（SiO2）は，圧力，温度の条件により，石英（水晶，α-石英）以外

にもシリカ鉱物（SiO2）の多様な結晶相（β-トリディマイト，β-石英，β-クリス

トバライトなど）が存在する。結晶は，ケイ素原子を中心とする正四面体構造が酸
素原子を介して無数に連なる構造をしており，共有結合結晶である。よって，SiO2

の共有結合結晶を除いて，他はすべて分子結晶であるのでSiO2が正解になる。

262 問 4.1.10.15の
解答と解説

正解 3

よって，選択肢3の数値が該当する。

正解 4個

（削除）

288 問 4.3.8.4の
解答

正解 1 正解 4
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